
隆
一
は
、
明
治
初
期
の
文
部
官
僚
で
の
ち
美
術
行
政
家
と
し
て
知
ら

れ
る
。
幼
名
は
貞
之
助
。
静
人
と
も
称
し
た
。
号
は
成
海
。
嘉
永
五
年

八
月
七
日
、
摂
津
三
田
藩
上
士
星
野
貞
幹
の
次
男
と
し
て
生
れ
、
の
ち

陵
部
藩
家
老
九
鬼
隆
周
の
養
嗣
子
と
な
り
名
を
隆
一
と
改
め
る
。
明
治

二
年
綾
部
県
権
少
参
事
兼
道
学
館
督
学
と
な
る
。
翌
三
年
川
本
幸
民
に

入
門
、
四
年
二
月
慶
応
義
塾
に
入
学
、
さ
ら
に
フ
ル
ベ
ッ
キ
に
つ
い
て

英
学
を
学
ぶ
。

明
治
五
年
文
部
省
に
出
仕
、
南
校
監
事
、
つ
い
で
東
校
副
校
長
に
任

ぜ
ら
れ
る
。
明
治
六
年
欧
米
各
国
に
派
遣
さ
れ
留
学
生
の
召
還
と
整
理

に
あ
た
る
。
明
治
七
年
文
部
少
丞
、
学
務
局
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
十
年
文

部
大
書
記
官
兼
太
政
大
書
記
官
と
な
り
、
同
年
十
二
月
パ
リ
万
国
博
覧

会
に
派
遣
さ
れ
る
。
明
治
十
三
年
文
部
少
輔
兼
議
官
と
な
る
。

明
治
十
七
年
特
命
全
権
公
使
と
し
て
ワ
シ
ン
ト
ン
に
駐
笥
。
帰
朝
後

の
明
治
二
十
一
年
図
書
頭
、
宮
中
顧
問
官
を
兼
任
。
二
十
二
年
帝
国
博

物
館
総
長
兼
任
。
二
十
三
年
貴
族
院
議
員
、
二
十
八
年
枢
密
顧
問
官
。

明
治
二
十
九
年
男
爵
を
授
け
ら
れ
る
。
昭
和
六
年
八
月
没
、
年
七
十
九
。

明
治
十
二
年
龍
池
会
に
参
加
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
啓
発
さ
れ
、
政
治
の

九
鬼
隆
一
の
書
簡
』

｜
、
九
鬼
隆
一
の
略
歴

池
田
文
書
の
研
究
（
九
）

の
書
簡
に
つ
い
て

池
田
文
書
研
究
会

二
、
隆
一
の
書
簡

隆
一
の
書
簡
十
九
通
は
、
大
別
し
て
、
Ａ
、
隆
一
が
文
部
大
書
記
官

あ
る
い
は
文
部
少
輔
と
し
て
学
校
行
政
を
担
当
し
て
い
た
明
治
十
年
代

の
も
の
十
通
、
Ｂ
、
病
用
そ
の
他
社
交
・
私
事
に
関
す
る
も
の
八
通
、

Ｃ
、
明
治
三
十
六
年
の
古
社
寺
保
存
会
設
立
に
関
し
た
と
思
わ
れ
る
一

通
に
分
類
で
き
る
。

Ａ
で
は
ゞ
本
郷
辺
の
水
道
工
事
に
と
も
な
う
東
京
大
学
医
学
部
の
井

戸
数
調
査
に
関
し
た
書
簡
一
五
五
五
、
衛
生
学
教
師
の
あ
つ
か
い
に
関

す
る
書
簡
一
五
五
六
が
あ
る
ほ
か
、
明
治
十
四
年
の
東
京
大
学
改
革
後
、

大
学
辞
任
を
表
明
し
た
謙
斎
を
慰
留
し
よ
う
と
し
た
一
連
の
書
簡
三
一

三
三
・
一
五
六
○
・
一
五
五
○
・
三
一
三
四
な
ど
が
興
味
深
い
。

Ｂ
で
は
、
そ
れ
ま
で
岩
佐
純
の
治
療
を
受
け
て
い
た
福
岡
孝
弟
文
部

卿
の
病
気
診
察
を
依
頼
し
た
書
簡
一
五
五
二
が
あ
り
、
ま
た
、
隆
一
の

小
児
を
謙
斎
が
治
療
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
書
簡
一
五
四
六
が
あ
る
。

Ｃ
の
書
簡
一
五
四
七
は
、
隆
一
が
古
社
寺
文
化
財
の
調
査
と
保
存
の

事
業
に
傾
倒
し
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
な
る
。

（
遠
藤
正
治
）

文
教
政
策
を
反
映
し
て
、
洋
画
・
文
人
画
を
攻
撃
し
、
岡
倉
天
心
の
活

動
を
助
け
た
。
明
治
二
十
一
年
宮
内
省
の
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
委

員
長
に
任
命
さ
れ
全
国
の
宝
物
類
の
調
査
に
あ
た
る
。
明
治
二
十
六
年
、

明
治
美
術
会
と
衝
突
し
、
同
会
か
ら
「
鬼
征
伐
」
と
題
す
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
が
出
さ
れ
た
。
の
ち
古
社
寺
保
存
会
会
長
と
な
る
。

（
参
考
文
献
・
『
丹
波
人
物
志
』
他
）
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書簡番号発信年月日（）内推定発信者名受信者名

九鬼隆一

九鬼

隆一

隆一

九鬼隆一

隆一

欠

隆一

隆一

欠

隆一

隆一

九鬼隆一

九鬼隆一執事

九鬼

隆一

隆一

隆一

池田綜理殿

池田殿

池田様・石黒様

池田老臺

池田謙斎殿

池田老臺

池田契台

池田契台

池田老台

欠

池田先生

池田賢臺

池田盟臺

池田様執事

池田様

池田老臺

池田謙斎様

池田契賢

備考

かつけ病院掛志願

医科動物学之書

本郷下谷辺水道

衛生学教師

別紙雛形御廻

無拠御事情

後来医学上の為

御辞職の事

大学御辞職之事

大学併奉職之事

福岡文部卿の病

弊舎晩餐会

御恵贈品御礼

小児病気中御尽力

病中御見舞御礼

春田之事

御垂示

御恵贈品御礼

(A)文部行政関係

11544明治年9 月6日

21558明治年10月13B

31555明治年11月15B

4155 6明 治年 月10B

51548明治年10月3日

61551明治年5月14B

73133明治(14)年6月16日

81560明治(14)年8月4日

91550明治年9月6日

103134明治年10月26B

(B)病用・社交

111552明治年11月29B

121553明治年月19日

131559明治年2月8日

141546明治年6月23B

151545明治年7月21B

161557明治年6月28日

171549明治年7 月4日

181554明治年12月28日

(C)古社寺保存会

191547明治36年10月13日 隆一 男爵池田博士殿一會設立発起中
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過
日
は
御
来
場
被
下
候
由
、
示
後
一
応
罷
出
候
積
之
処
、
意
外
之
喧
雑

二
而
御
無
音
罷
居
候
、
籾
宮
内
省
へ
奉
務
之
針
握
栞
酩
乙
匪
獅
毫
犀
條
計
従

来
か
つ
け
病
院
掛
を
兼
勤
致
し
度
志
願
之
由
、
此
節
前
田
正
名
方
再
三

依
頼
有
之
候
へ
共
、
右
は
一
向
用
不
用
之
様
子
も
不
相
分
、
殊
二
可
成

丈
吏
員
之
増
減
等
も
無
之
方
を
望
ミ
居
候
儀
に
付
六
ケ
布
旨
申
置
候
へ

共
、
余
程
熱
心
之
由
二
而
再
三
願
も
有
之
候
一
一
付
、
一
応
長
谷
川
へ
尋

見
候
心
算
二
御
座
候
、
併
余
り
突
然
同
氏
へ
話
し
候
も
何
如
二
付
一
応

貴
慮
奉
伺
度
、
随
分
兼
勤
之
都
合
も
出
来
候
も
の
二
や
、
又
は
到
底
出

キ
難
き
候
事
二
や
、
萬
一
都
合
出
き
候
半
も
、
本
人
は
勿
論
紹
介
人
も

満
悦
無
涯
あ
る
べ
く
一
応
御
様
子
伺
方
御
依
頼
試
候
、
御
見
込
之
処
丈

御
一
答
被
下
度
相
願
候
也
、
勿
々
隆
一
、

九
月
六
日
拝
白

池
田
老
臺
下

（
封
筒
表
）
（
封
筒
裏
）

大
学
医
学
部
九
鬼
隆
一

池
田
綜
理
殿

至
急
親
展

１
明
治
年
九
月
六
日

一
五
四
四
九
鬼
隆
一
池
田
謙
斎

二
）
前
田
正
名
…
鹿
児
島
藩
士
前
田
善
助
の
六
男
で
嘉
永
三
年
生

ま
れ
、
明
治
二
年
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
。
八
年
フ
ラ
ン
ス
公
使

館
二
等
書
記
官
と
な
り
、
九
年
帰
国
、
内
務
省
勧
農
局
に
出

２
明
治
年
十
月
十
三
日

一
五
五
八
九
鬼
隆
一
池
田
謙
斎

小
啓
、
此
筈
科
動
物
学
之
耆
ハ
稿
本
十
二
冊
落
成
致
候
由
二
而
開
成
学

校
方
迺
付
有
之
候
、
右
は
一
躰
坊
間
書
騨
之
内
へ
托
し
開
板
可
致
積
之

処
、
何
分
大
部
故
急
一
一
引
受
人
無
之
不
得
已
官
板
二
而
も
采
用
有
之
度

志
願
二
て
手
蔓
ヲ
以
開
成
校
へ
持
出
候
も
の
之
由
二
御
座
候
、
該
書
ハ

御
校
二
て
開
板
相
成
通
学
生
教
場
之
需
用
等
二
被
供
候
ハ
シ
稗
益
二
も

可
相
成
筋
之
者
二
候
哉
、
誰
入
江
か
御
命
シ
首
尾
点
検
ヲ
経
候
上
御
見

込
之
処
承
り
度
、
尤
草
稿
買
上
ハ
至
て
低
債
之
由
、
開
板
入
費
ハ
ー
切

二
て
凡
六
百
円
程
二
て
竣
切
可
相
成
ト
ノ
事
二
御
座
候
、
若
シ
官
板
二

相
成
候
二
足
ら
さ
る
物
二
候
ハ
塾
害
中
之
意
旨
不
精
究
二
て
訓
誤
等
多

キ
成
立
之
者
二
は
無
之
候
哉
、
是
又
検
討
御
命
被
下
度
及
御
依
頼
候
、

且
諄
人
奈
良
坂
某
ハ
如
何
様
成
素
性
一
一
て
曽
テ
御
校
へ
出
頭
等
致
候
者

二
も
有
之
候
哉
、
一
応
御
調
さ
せ
相
願
候
、
先
ハ
右
件
に
御
依
頼
迄
勿
々

仕
。
つ
い
で
パ
リ
万
国
博
覧
会
事
務
官
長
お
よ
び
総
領
事
と

な
る
。
十
四
年
大
蔵
、
農
商
務
両
省
の
大
書
記
官
、
理
事
官

に
進
む
。
の
ち
山
梨
県
知
事
、
東
京
農
林
学
校
長
、
元
老
院

議
官
、
貴
族
院
議
員
、
男
爵
と
な
る
。
大
正
十
年
没
、
年
七

十
二
。

三
）
長
谷
川
：
長
谷
川
泰
、
明
治
十
一
年
脚
気
病
院
設
立
に
際
し

て
そ
の
事
務
長
を
兼
ね
た
。
東
京
府
病
院
々
長
。
明
治
九
年

済
生
学
舎
を
創
立
。
の
ち
内
務
省
衛
生
局
長
。
明
治
四
十
五

年
没
、
年
七
十
一
・
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３
明
治
年
十
一
月
十
五
日

一
五
五
五
九
鬼
隆
一
池
田
謙
斎

粛
啓

此
節
本
郷
井
下
谷
辺
水
道
を
引
き
候
目
論
見
有
之
候
処
、
貴
校
之
如
キ

は
本
道
二
接
居
候
間
、
引
用
二
も
頗
る
簡
使
費
用
も
少
か
る
へ
き
由
、

右
は
非
常
用
井
平
常
用
等
之
外
何
程
之
井
戸
御
引
用
可
相
成
や
、
尋
常

之
井
戸
は
年
税
四
円
吹
キ
井
戸
は
年
八
円
程
之
豫
算
二
而
瀧
二
用
ひ
候

分
は
未
年
税
之
見
込
相
立
兼
候
へ
共
、
吹
キ
井
占
高
債
二
相
成
旨
何
卒

可
成
明
井
数
多
く
御
用
ひ
被
下
見
込
を
被
立
此
節
御
内
意
之
処
承
り
度

区
長
方
申
出
候
、
何
卒
忽
々
御
見
込
之
井
数
井
吹
井
尋
常
井
或
は
瀧
等

之
区
別
共
御
取
調
御
返
答
被
下
度
候
、
拝
白
、
隆
一

敬
具
、

十
月
十
三
日

池
田
殿
楊
下

二
伸
、
若
御
見
込
有
之
者
二
候
ヘ
ハ
、
残
之
分
取
寄
候
様
可
致
直
段

之
処
も
精
細
申
出
候
上
決
定
可
致
事
と
奉
存
候
、
若
又
御
見
込
無
之

品
二
候
ヘ
ハ
大
略
検
討
御
命
シ
被
下
候
上
相
成
丈
け
早
々
御
返
付
奉

願
候
、
右
は
貴
校
教
師
之
名
姓
等
相
見
へ
且
貴
校
御
入
用
之
物
嗽
と

申
評
説
二
付
一
応
貴
下
ヲ
煩
候
、
格
別
之
御
手
数
不
被
下
様
奉
祷
候
、

以
上
、十

一
月
十
五
日

九
鬼
拝

一
五
五
六
九
鬼
隆
一
池
田
謙
斎

拝
承
、
早
速
御
し
も
ん
被
下
難
有
衛
生
学
教
師
之
分
を
病
理
学
専
門
教

授
ニ
書
き
替
之
義
は
も
は
や
時
間
も
迫
り
居
候
間
、
惣
而
写
し
か
へ
等

大
分
六
ケ
布
候
へ
共
、
可
成
は
御
主
意
之
通
ニ
致
し
度
、
併
右
二
振
替

候
半
も
衛
生
専
門
之
方
は
病
体
解
剖
之
部
替
書
の
事
兼
奉
願
、
事
二
よ

り
先
答
ま
塾
一
見
教
師
へ
加
も
不
被
図
、
右
之
書
き
替
へ
時
間
な
く
候

半
も
重
々
口
頭
一
一
而
し
ゃ
べ
り
可
成
書
面
を
遣
さ
ぬ
様
致
度
、
忽
々
恐
々

拝
復
、
隆
一

十
日

池
田
老
臺

池
田
様

石
黒
様胄

急

（
封
筒
表
）

医
学
部

池
田
綜
理
殿

石
黒
綜
理
心
得
殿

親
展

４
明
治
年
月
十
日

（
封
筒
裏
）

九
鬼
隆
一
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一
五
四
八
九
鬼
隆
一
池
田
謙
斎

昨
日
ハ
態
々
御
来
貰
被
成
下
拝
謝
二
不
堪
候
、
其
節
續
々
御
説
話
之
趣

委
曲
承
り
、
御
約
束
二
任
セ
別
紙
雛
形
御
廻
し
申
候
条
、
可
然
御
取
舎

之
上
御
回
付
相
成
候
ハ
易
早
速
取
斗
可
申
候
、
他
ハ
面
聲
二
付
シ
草
々

恭
具
、

十
月
三
日
九
鬼
拝

池
田
臺
下

（
封
筒
表
）
（
封
筒
裏
）

池
田
謙
斎
殿
九
鬼
隆
一

親
展

５
明
治
年
十
月
三
日

一
五
五
一
九
鬼
隆
一
池
田
謙
斎

拝
呈
、
無
拠
御
事
情
と
申
事
一
応
詳
細
之
処
拝
聴
致
度
、
右
拝
聴
候
上

管
長
評
議
御
座
候
間
、
何
卒
明
日
省
へ
御
出
被
下
候
様
、
又
は
小
生
方

御
宅
へ
参
上
候
へ
共
御
都
合
次
第
二
而
可
被
下
成
候
、
兎
角
明
日
拝
顔

を
得
度
奉
存
候
、
尤
一
応
卿
へ
も
相
談
致
候
事
二
御
座
候
、
拝
復
頓
首
、

隆
一

五
月
十
四
日

池
田
老
臺
下

６
明
治
十
四
年
五
月
十
四
日

三
一
三
三
（
九
鬼
隆
二
池
田
謙
斎

昨
宵
深
更
一
一
帰
宅
、
貴
書
拝
見
、
甚
驚
入
候
へ
共
、
深
更
故
態
と
今
朝

迫
延
し
置
候
、
萬
一
右
様
の
事
有
之
候
而
は
何
如
二
も
困
却
仕
候
間
、

昨
日
も
委
細
御
掎
願
及
候
事
衷
心
御
諒
知
の
儀
と
存
候
、
何
分
も
貴
分

御
引
受
不
被
下
候
而
は
困
却
実
二
極
り
候
、
後
来
医
学
上
の
為
御
身
事

ま

を
狂
け
ら
れ
御
辛
抱
可
被
下
候
、
偏
二
御
筒
願
及
候
処
、
既
に
生
迄
御

差
出
し
有
之
候
事
故
公
然
の
御
書
面
と
卿
へ
も
為
相
見
可
申
候
へ
共
、

到
底
御
引
受
不
被
下
候
而
は
不
相
成
事
、
精
々
御
辛
抱
被
下
度
先
御
一

言
致
し
何
れ
近
々
如
此
委
曲
可
申
進
、
勿
々
、
奉
内
陳
候
、

六
月
十
六
日

池
田
契
台坐

右

（
端
裏
書
き
）

内
陳

７
明
治
（
十
四
）
年
六
月
十
六
日

一
五
六
○
九
鬼
隆
一
池
田
謙
斎

過
日
は
懇
に
も
貴
价
に
付
や
ら
れ
華
菓
御
恵
投
被
下
拝
謝
之
至
二
御
座

候
、
其
節
懇
々
之
御
書
中
今
度
は
是
非
と
も
御
辞
職
と
被
成
医
学
部
之

為
二
も
却
而
よ
る
し
か
ら
ん
云
々
之
御
垂
示
貴
意
は
一
々
諒
察
致
し
候

へ
共
、
此
儀
は
実
二
困
難
之
限
、
何
分
方
今
之
処
連
も
覚
束
な
く
折
角

８
明
治
（
十
四
）
年
八
月
四
日
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９
明
治
年
九
月
六
日

一
五
五
○
九
鬼
隆
一
池
田
謙
斎

昨
日
帰
宅
貴
札
拝
見
、
大
学
御
辞
職
之
事
何
か
に
も
困
却
事
件
一
一
御
座

候
へ
共
、
一
応
卿
へ
内
談
之
上
御
返
事
可
仕
不
取
敢
拝
収
芳
如
此
御
座

候
、
勿
々
隆
一
拝
白
、

九
月
六
日

池
田
老
台

此
躰
裁
を
復
し
候
際
、
右
様
之
大
事
相
生
じ
候
而
は
医
学
之
為
容
易
な

ら
さ
る
関
係
を
生
じ
全
大
学
之
為
に
も
許
多
の
影
響
を
及
ぼ
し
可
申
最

初
の
此
義
に
は
実
困
却
残
候
事
二
而
、
今
日
に
お
い
て
も
鄙
見
毫
厘
の

差
無
事
憂
慮
仕
候
間
、
何
分
為
医
学
為
全
大
学
幾
多
の
御
辛
抱
被
下
貴

身
上
の
御
迷
惑
は
暫
く
御
忍
び
被
下
候
様
只
管
ら
切
望
致
候
、
尤
三
学

部
と
の
関
係
は
何
也
之
御
相
談
二
い
れ
候
事
や
と
拝
察
致
候
へ
共
、
此

義
は
追
而
拝
青
と
委
細
可
承
奉
存
候
、
昨
日
は
御
本
省
拝
鳳
委
曲
可
申

悉
奉
存
候
処
、
御
差
支
御
不
参
二
付
先
以
書
中
如
此
御
座
候
、
何
れ
近

日
拝
鳳
萬
繧
可
申
述
先
は
右
乱
毫
御
推
繧
被
下
度
候
、
隆
一
拝
、

御
眼
気
何
如
被
為
入
候
哉
、
深
く
御
養
復
被
成
度
奉
祷
望
候

内
陳
拝
復

八
月
四
日

池
田
契
台
下座

右

’
五
五
二
九
鬼
隆
一
池
田
謙
斎

益
々
御
清
適
奉
賀
候
、
久
々
不
得
拝
顔
餘
り
唐
突
之
儀
二
候
へ
共
福
岡

文
部
卿
事
過
日
来
病
重
引
篭
り
中
、
元
来
は
持
病
気
二
候
処
過
夜
押
而

芝
離
宮
へ
被
参
候
よ
り
熱
気
大
分
甚
く
全
身
痙
痛
致
し
餘
程
困
苦
被
致

候
よ
し
、
従
来
岩
佐
氏
之
治
療
を
受
け
ら
れ
候
処
、
此
節
急
二
台
下
之

御
診
察
を
乞
ひ
度
、
右
之
段
卿
方
貴
宅
へ
は
使
を
以
願
出
候
筈
二
候
へ

共
、
特
二
小
生
方
も
御
願
申
候
、
御
繁
忙
中
二
も
候
へ
共
何
卒
今
日
御

退
朝
か
け
御
廻
診
被
成
下
候
事
相
叶
可
申
候
哉
、
只
管
ら
小
生
方
も
奉

願
候
、
果
而
御
廻
診
被
成
下
候
ハ
シ
第
何
時
頃
二
可
相
成
候
哉
、
何
卒

御
一
信
被
下
度
、
早
々
拝
白
、
隆
一
、

大
学
併
奉
職
之
事
御
多
忙
中
万
御
難
渋
之
義
は
千
萬
不
堪
拝
察
候
へ

共
、
為
道
為
国
御
辛
抱
被
下
度
偏
二
切
望
候
、
今
度
三
宅
氏
方
懇
二
申

立
候
事
も
有
之
、
固
御
気
之
毒
千
萬
二
は
候
へ
共
、
何
分
御
尽
力
御
負

擴
被
下
度
御
主
意
一
一
而
御
辞
表
返
却
之
運
相
成
候
、
何
分
相
続
き
御
尽

力
被
下
度
不
堪
至
祷
候
、
拝
白
、

十
月
廿
六
日

Ⅱ
明
治
（
十
四
～
十
六
）
年
十
一
月
二
十
九
日

皿
明
治
年
十
月
廿
六
日

三
一
三
四
（
九
鬼
隆
一
）
（
池
田
謙
斎
）

座
右
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（
一
一
）十

一
月
念
九
十
一
時
半

池
田
先
生座

右

（
封
筒
表
）

宮
内
省
二
而
（
第
八
九
号
）

池
田
謙
斎
殿

大
急
親
展

（
封
筒
裏
）

十
一
月
廿
九
日
午
前
十
一
時
半

文
部
省
九
鬼
隆
一

（
二
福
岡
文
部
卿
：
福
岡
孝
弟
（
た
か
ち
か
）
。
天
保
六
年
生
ま
れ
、

土
佐
藩
士
。
五
箇
条
御
誓
文
の
起
草
者
の
一
人
。
明
治
五
年

文
部
大
輔
、
司
法
大
輔
、
七
年
左
院
議
官
、
八
年
元
老
院
議

官
、
十
四
年
参
議
兼
文
部
卿
と
な
り
、
十
六
年
参
事
院
議
長

に
転
じ
、
十
七
年
子
爵
を
授
け
ら
れ
る
。
大
正
八
年
没
、
年

八
十
五
。

（
二
）
福
岡
孝
弟
が
文
部
卿
で
あ
っ
た
の
は
明
治
十
四
年
四
月
七
日

か
ら
十
六
年
十
二
月
十
二
日
ま
で
で
あ
る
の
で
、
明
治
十
四

か
ら
十
六
年
の
書
簡
を
推
定
さ
れ
る
。

一
五
五
三
九
鬼
隆
一
池
田
謙
斎

爾
来
一
応
相
伺
候
心
得
之
処
、
兎
角
喧
雑
二
取
紛
レ
、
且
賢
台
一
一
も
日

夜
御
繁
勤
卜
承
り
壽
御
疎
潤
相
過
候
得
共
、
先
以
御
渭
暢
拝
賀
候
、
板

明
後
廿
一
日
即
金
曜
日
弊
舎
二
而
晩
餐
ヲ
供
し
歓
娯
ヲ
共
二
致
度
若
御

操
合
せ
相
成
候
へ
は
午
下
第
七
時
御
平
服
二
而
御
貴
臨
被
下
度
候
、
尤

御
繁
劇
之
御
中
決
テ
絶
而
は
不
申
上
候
間
、
御
都
合
次
第
二
被
成
下
度

御
手
数
な
か
ら
御
来
車
之
有
無
御
一
答
奉
仰
候
、
勿
々
拝
白
、

十
九
日
隆
一
拝

池
田
賢
臺侍

史

二
伸
、
同
日
は
ド
ク
ト
ル
ミ
ュ
ル
チ
エ
及
ベ
ー
ャ
及
中
井
弘
等

尚
両
三
人
二
而
族
れ
も
面
倒
之
人
物
は
無
之
候
、
以
上
、

（
封
筒
表
）

池
田
謙
斎
殿
九
鬼
隆
一

至
急
親
展

皿
明
治
年
月
十
九
日

’
五
五
九
九
鬼
隆
一
池
田
謙
斎

尊
書
拝
讃
、
昨
日
ハ
御
厚
誼
ヲ
以
結
構
之
御
壗
け
御
恵
贈
被
下
難
有
拝

受
仕
候
、
實
ハ
参
上
拝
晤
二
拝
謝
可
仕
之
所
、
発
航
前
極
而
切
迫
存
外

喧
雑
、
甚
乍
不
本
意
得
参
上
不
仕
、
児
帰
朝
の
上
緩
々
御
謝
答
可
仕
、

過
明
治
年
二
月
八
日
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巧
明
治
年
七
月
廿
一
日

一
五
四
五
九
鬼
隆
一
池
田
謙
斎

先
達
而
ハ
病
中
御
見
舞
被
下
難
有
鳴
謝
之
至
御
座
候
、
粗
織
物
壱
巻
御

目
二
か
け
申
度
御
笑
納
被
下
度
候
也
、

七
月
廿
一
日
九
鬼
拝

皿
明
治
年
六
月
二
十
三
日

一
五
四
六
九
鬼
隆
一
池
田
謙
斎

拝
啓
、
小
児
病
気
中
ハ
毎
々
御
梱
到
御
尽
力
被
成
下
難
有
奉
萬
謝
候
、

然
ハ
此
品
甚
た
軽
薄
之
至
二
御
座
候
得
共
、
御
禮
の
印
ま
て
拝
呈
仕
候
、

可
然
御
披
露
奉
依
頼
候
、
頓
首
拝
白

六
月
廿
三
日

本
郷
元
町
壱
丁
目
六
十
七
番
地

九
鬼
隆
一

執
事

池
田
様執

事
御
中

不
取
敢
謝
情
ヲ
表
し
度
呈
早
書
勿
々
拝
答
、

二
月
八
日
九
鬼
隆
一

二
月
八
日

池
田
盟
臺拝

復

略
明
治
年
六
月
廿
八
日

一
五
五
七
九
鬼
隆
一
池
田
謙
斎

御
多
忙
奉
察
候
、
先
宵
は
春
田
之
事
ニ
付
而
も
非
常
之
御
面
倒
相
か
け

御
詳
答
被
下
奉
謝
候
、
御
存
知
之
通
従
来
小
生
は
別
懇
之
中
一
一
而
色
々

之
事
直
被
頼
候
様
之
仕
合
、
実
二
為
公
私
裏
痛
を
極
め
候
方
屡
々
御
手

数
相
か
け
申
候
、
猶
し
つ
く
ど
く
御
尋
申
度
は
先
方
家
内
へ
も
申
さ
れ

ぬ
事
な
か
ら
連
も
Ｉ
、
快
復
之
目
的
は
な
き
も
の
二
や
、
婦
女
子
之
如

き
申
分
な
か
ら
叩
か
二
而
も
斯
く
も
為
し
た
な
ら
ぱ
と
申
事
も
有
之
候

ハ
ト
、
何
か
あ
る
事
一
一
而
も
施
し
可
申
候
、
連
も
ノ
、
施
術
之
途
は
打

絶
へ
候
様
な
り
や
、
果
而
若
然
ら
ば
猶
少
々
は
保
ち
候
も
の
な
り
や
、

極
内
々
小
生
限
り
御
ま
か
せ
被
下
度
相
願
候
、
井
同
人
家
内
事
御
覧
之

通
之
容
体
二
候
処
、
按
じ
る
様
之
事
は
な
き
も
の
二
や
、
何
と
申
病
な

り
や
、
家
内
の
身
体
引
ま
い
し
方
ハ
何
如
相
心
得
居
よ
ろ
し
く
候
哉
、

是
又
御
ま
か
せ
被
下
度
相
願
候
、
前
条
何
如
一
一
も
同
悪
病
之
義
二
候
へ

共
悲
痛
御
推
恕
被
下
候
而
御
面
倒
之
様
願
上
候
、
拝
白
、
隆
一
、

六
月
廿
八
日

池
田
老
臺座

右

（
封
筒
表
）
（
封
筒
裏
）

池
田
謙
斎
殿
九
鬼
隆
一

池
田
様侍

者
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一
五
四
九
九
鬼
隆
一
池
田
謙
斎

（
朱
筆
）

御
垂
示
二
よ
り
何
様
抑
へ
難
く
候
共
不
治
と
は
不
申
候
、
御
垂
示
之
処

迄
二
て
留
め
置
可
申
存
候
、
此
段
御
含
被
成
度
候
、
此
上
と
も
何
分
よ

ろ
し
く
願
候
、
若
何
分
危
急
二
廻
り
候
ハ
ヌ
烏
渡
御
一
報
被
下
度
偏
二

相
願
候
也
、
再
拝
隆
一
、

七
月
四
日

（
封
筒
表
）
（
封
筒
裏
）

駿
河
臺
九
鬼
隆
一

池
田
謙
斎
様急

親
展

Ⅳ
明
治
年
七
月
四
日

一
五
五
四
九
鬼
隆
一
池
田
謙
斎

御
小
児
御
不
快
之
由
何
如
之
御
容
子
一
一
候
哉
、
特
に
御
大
事
被
成
下
度

切
祷
之
至
二
候
、
昨
日
は
御
細
書
被
下
諭
之
旨
拝
承
候
、
従
是
社
参
集

仕
候
度
存
な
か
ら
、
此
節
は
始
終
之
相
か
ま
け
罷
在
候
而
、
日
々
喧
雑

為
専
念
御
無
音
仕
候
、
美
殊
之
品
々
御
恵
贈
深
く
拝
謝
候
、
扱
此
鹿
器

は
久
く
申
付
置
候
処
、
此
節
漸
く
出
来
候
二
付
甚
以
不
敬
之
物
二
候
へ

共
、
一
瓶
歳
暮
之
印
迄
二
拝
呈
し
度
幸
二
御
笑
留
可
被
下
候
、
拝
復
芳

肥
明
治
年
十
二
月
二
十
八
日

急
親
展

早
々
如
此
候
、
隆
一
拝

十
二
月
念
八

池
田
契
賢座

右

（
封
筒
表
）

駿
河
臺
池
田
謙
斎
殿

拝
慶

四
明
治
三
十
六
年
十
月
十
三
日

一
五
四
七
九
鬼
隆
一
池
田
謙
斎

益
清
適
慶
賀
之
至
奉
存
候
、
陳
者
唐
突
之
義
二
御
座
候
ヘ
ト
モ
近
年
美

術
道
歴
史
道
又
別
二
外
国
人
を
引
き
外
国
之
當
を
日
本
へ
引
く
事
二
付

而
モ
多
々
之
感
有
之
「
此
末
段
ノ
ー
事
ハ
ニ
十
餘
年
来
小
子
ノ
唱
道
ス

ル
処
二
御
座
候
」
加
之
此
節
国
宝
物
整
理
方
二
付
諸
方
巡
廻
致
候
末
又

更
一
一
多
く
之
感
有
之
、
到
底
政
府
二
而
為
し
得
へ
か
ら
ざ
る
救
済
之
得

さ
る
事
も
有
之
、
種
々
多
々
之
感
ハ
筆
紙
に
尽
し
難
く
、
何
れ
其
内
拝

青
萬
々
申
上
候
へ
ト
モ
何
様
棄
て
置
き
難
き
有
様
二
付
、
小
杉
黒
川
三

宅
那
珂
穂
積
奥
田
土
方
其
他
数
博
士
及
帝
室
技
藝
員
其
他
美
術
歴
史
勝

地
等
関
係
多
き
地
方
長
官
有
力
者
外
二
本
山
千
家
大
村
伯
福
岡
海
江
田

両
子
高
橋
久
保
田
今
泉
川
崎
服
部
一
三
三
井
其
外
数
十
人
申
合
せ
別
紙

假
規
則
を
設
け
此
様
之
一
會
設
立
致
度
発
起
中
二
御
座
候
、
第
一
此
会

ハ
有
力
者
之
少
数
ョ
リ
ハ
廣
く
多
く
五
萬
ョ
リ
ハ
十
萬
、
十
萬
ヨ
リ
ハ

ニ
十
萬
と
申
す
如
く
廣
く
多
け
れ
（
多
き
丈
切
能
多
く
有
之
、
随
分
一

（
封
筒
裏
）

小
石
川
白
山
邸
二
而

九
鬼
隆
一

（89）Q77
U。ロ



芝
公
園
等
十
四
号
（
印
）

（
勝
直
）

拝
乙
頓
首
、

人
一
家
ヨ
リ
ハ
多
く
の
尽
力
と
棄
捨
と
を
請
ハ
ズ
、
當
一
人
ハ
極
め
て

軽
易
之
事
ニ
致
し
可
成
多
く
廣
く
入
會
せ
し
め
度
本
意
一
一
御
座
候
問
、

博
士
諸
君
之
如
き
ハ
特
二
本
會
発
起
者
之
姓
名
二
よ
る
し
か
ら
ん
事
を

切
望
致
す
為
め
に
賢
臺
之
発
起
者
中
二
御
加
入
被
成
下
事
を
願
上
候
、

其
外
二
仮
規
則
五
冊
御
送
付
申
候
間
、
何
卒
御
友
人
中
之
医
学
博
士
方

へ
五
人
斗
り
発
起
者
中
二
御
加
ハ
リ
被
下
様
御
尽
力
被
成
下
度
、
世
間

二
廣
く
推
し
出
し
候
節
根
本
発
起
者
之
姓
名
之
よ
る
し
か
ら
ん
事
を
切

望
致
す
之
主
意
も
御
座
候
間
、
何
卒
切
二
御
友
人
中
へ
御
尽
力
被
成
下

度
、
右
御
定
め
被
下
候
姓
名
ハ
何
卒
来
十
一
月
一
日
迄
一
一
芝
公
園
地
邸

へ
御
一
報
被
成
下
度
願
候
、
斯
会
ニ
ハ
宮
方
元
勲
等
ノ
入
会
ハ
希
望
せ

さ
る
積
二
御
座
候
間
、
何
分
御
友
人
中
二
御
勧
誘
願
上
度
候
、
尚
又
甚

申
兼
候
へ
ト
モ
特
二
貴
名
を
希
望
致
候
間
、
御
差
支
無
之
来
廿
五
日
迄

二
御
返
書
無
之
候
ハ
茸
貴
下
之
御
名
ハ
発
起
人
帳
へ
登
載
致
し
度
候
、

（
封
筒
裏
）

神
田
区
駿
河
臺

男
爵
医
学
博
士
池
田
謙
斎
殿

十
月
十
三
日

男
爵
池
田
医
学
博
士
殿

（
封
筒
表
）

侍
史
下

隆
一
拝

必
親
展

九
鬼
隆
一

（
消
印
調
ｌ
Ⅷ
１
週
）

(90） 378


